　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　日本中世英語英文学会東支部
　　　　　　　　　　　　　　第２２回研究発表会
　　開催日　２００６年（平成１８年）年６月２４日（土）
　　会　場　関東学院大学　金沢文庫キャンパス
　　　　　　〒236-8502　横浜市金沢区釜利谷南３—２２−１

プログラム
I　受付［11：15-12：15］（２階ロビー）
II
開会式および東支部総会[12：15-12：45]      K-212室（ ２ F）
　　　　　　　　　　　　　　　　（司会）新潟国際情報大学教授　苅部恒徳
［開会式］
　日本中世英語英文学会会長挨拶　　駒澤大学教授  久保内端郎
　　　 　　開催校挨拶　学校法人　関東学院　　学院長　松本　昌子
　   　　　日本中世英語英文学会事務局長挨拶 広島大学教授 地村  彰之
［東支部総会］
　　　　　　事務局報告　 　　　　　　　 武蔵野大学教授　末松　良道
　　　　　 会計報告および会計監査報告　東北学院大学教授　柴田  良孝　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学教授　浅川　順子
III 研究発表　[12：50-15：50]

第一室 [12：50-15：50]　　　　K-212室（２F）
　　　（司会）青山学院大学教授　山内　一芳

　　1.　古英語における‘initial h + sonorant’ clustersの音声・音韻解釈について

　　　　　　　―頭韻による古英語詩の調査を中心に

　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学大学院　　山本伍紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　2.　 英語における月の名称について

　　　　―ラテン語起源の名称はいつ本来語の名称に取って代わったか―　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市立大学準教授　　唐沢　一友
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（休憩［14：10-14：30］）
　　3.　(司会) 東京外国語大学教授　浦田　和幸
同時進行した初期中英語の形態変化：S複合拡張と格融合
　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川大学専任講師　　堀田　隆一　
　　　　　　　　　　　
　　4.　（司会）流通経済大学教授　安田　淳
中英語頭韻詩に定型表現は存在するか

　　　　　　―The Alliterative Morte Arthureの連語類型から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　国際基督教大学教授　　守屋　靖代　　　　　　　　
第二室 [12：50-15：50]　K-230室（２F）
　　１．（司会）慶應義塾大学助教授　辺見　葉子

　　　　　死の寓意：Sir Gawain and the Green Knightにおける狩猟の場面再考
　　　　　　　　　　　　　　　　立教大学大学院　　貝塚　泰幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　２．（司会）立教大学教授　菊池　清明

　Amis and Amiloun物語にみるナラティヴの柔軟性
　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学大学院　　小川真理

（休憩［14：10-14：30］）
　　３．(司会) 東京家政学院大学助教授　畝部　典子

　　　　古英語訳福音書・詩篇におけるラテン語saluum facereの翻訳方法について

　　　　　　　　　　―hal (ge)donと(ge)haelan及びhal donとhal gedon―
　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学大学院　小竹　直
　　　　　　　　　　　
　　４．（司会）明治学院大学教授　吉見昭徳

　Cometaはラテン語か英語か　　　東京都立大学名誉教授　　忍足　欣四郎　　　　　　
第三室 [12：50-15：50]　　K－231室（２F）
　　１．（司会）埼玉学園大学教授　米村　泰明

　　　　　　Everyman再考—1510年代から1530年代にかけての秘跡論を中心に
　　　　　　　　　　　　　　　　　聖学院大学総合研究所特任研究員　高橋　一也
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　２．（司会）大東文化大学教授　池上　惠子

　John Shirley (c.1366-1456)のスペリング：Final –e を書き足す
　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学名誉教授　　池上　昌

（休憩［14：10-14：30］）

　　　（司会）白百合女子大学教授　春田　節子

　　３. 　アーサー・王権・エクスカリバー

　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学非常勤講師　　小路　邦子

　　４．　シェイクスピアはアーサー王が嫌いだった？

　　　　　　　　　　　　　　　　　東京純心女子大学助教授　杉木　良明

IV 講演［16：00-17：00］ 　　K-212室（２F）      　　　　　 
　　　（司会）前立教大学教授　吉野　利弘

　　　　‘leof wilcuma / frysan wife’ (Dear is the welcome one / to his Frisian wife)

          －古英詩解釈について
　　　　　　　　　　　　　　　　　中央大学教授　佐藤　修二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
V 閉会の辞［17：00-17：20］　K-212室（２F）   関東学院大学教授 多ケ谷　有子
VI
懇親会  [18：30-20：30] 　中華街　華正楼本館　
　　　　　　　　　　　　　　　横浜市中区山下町186　TEL：045-681-2918
●注意事項
１．会費（一般2,000円、非常勤講師、退職された方、学生・院生1,000円）

　　納入につきましては、受付で御確認ください。会費未納の方は、受付で申し受けます。当日のみ参加の方は、資料代として500円を申し受けます。
２．全館禁煙となっております。喫煙は館外の所定の場所でお願いします。
３．会場への交通および建物の配置については同封の案内図をご覧ください。
４．発表者、司会者の控室はK-219（2F）です。
５．書店展示場は2階ロビーです。
６．昼食は3階の会員控室でとれます。なお、学内食堂は14時まで営業しております。大学近辺には食堂やコンビニなどはありません。
７．懇親会費 (学生・院生3,000円、それ以外の方は6,000円)は、当日受付でお納めください。
８．大学近辺には駐車場がありませんので、乗用車でのご来場は御遠慮ください。
　　　　日本中世英語英文学会東支部
              事務局
〒202-8585
西東京市新町1-1-20　武蔵野大学文学部末松良道研究室内
TEL：042-468-9741（研究室）FAX：042-468-3040（共用）
